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田 中 巧,安 原 稔
      MALIGNANT MESODERMAL MIXED TUMOR OF THE 
 BLADDER  : REPORT OF A CASE 
              Haruhito Azuma, Haruhiko Ueda, Masatake Tani, 
            Toshihiko Sakakibara, Akemi  Ishikawa, Susumu Itoh,
                   Hitoshi Okano and Noboru Takasaki 
                    From the Department of Urology. OsakaMedicalSchool 
                     Akio Obashi and Hiroshi  Mori 
                    From the Department of Pathology, OsakaMedical School 
                             Akira Tsutsumi 
     From the Department of Laboratory Medicine, Surgical Pathology Division, Osaka Medical School 
                     Isao Tanaka and Minoru Yasuhara 
                   From the Department of Dermatology, Osaka Medical School 
   A 59-year-old male took total cystourethrectomy on July, 1991, since the bladder tumor recurred 
2 years and 4 months after transurethral resection. Six months after total  cystourethrectomy, an 
abnormal mass shadow appeared on the right lower lung field. Metastatic lung tumor was strongly 
suspected from CT scan. Despite chemotherapy, the pulmonary lesion grew rapidly and the patient 
 died. From the autopsy, metastatic lesions were found in the bilateral ung fields, skin (face, head 
and abdominal wall), pleura, bilateral kidneys, small intestine and lymphnodes (para-aortic and 
mesenteric). The primary bladder tumor contained histologically transitional cell carcinoma s the 
epithelial element and sarcomatous changes with osteoid formation as the non-epithelial elements. 
Thus, the primary lesion was diagnosed as a malignant mesodermal mixed tumor. However, all of 
the metastatic lesions showed only sarcomatous changes. Only 10 cases of malignant mesodermal 
mixed tumor of the bladder have been reported in Japan since Fujita's report. 
   In general, total cystectomy is necessary for the treatment of this disease. It has a poor prog-
nosis; 5 of the 10 patients died within one year after operation. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 38: 711-714, 1992) 













主 訴=終 末 時 排 尿 痛
家族 歴 ・既 往 歴:特 記 す べ き こ とな し
現病 歴:1987年6月 頃 よ り終 末 時排 尿 痛 が 出 現 し当
科 を受 診 した.膀 胱 鏡 に て膀 胱 後壁 左 側 に 直 径 約10
mmの 乳 頭 状 広 基性 の腫 瘍 が 発 見 され,TUR-Btを
施 行 した.組 織 学 的診 断 は 移 行 上皮 癌(grade2,sta-
geA)で あ った.術 後2年4ヵ 月 目に前 回 と 同部 位
お よび前 壁 に 腫瘍 の再 発 が 認 め ら れ た.TUR-Btを
お こな うも病 変 部 が広 範 囲 で あ った ため,1991年1月
に膀 胱 尿 道 全 摘除 術 お よ び 回腸 導 管造 設 術 を 施 行 し
た.退 院 後 は,外 来 にて 経 過 観察 してい た が,全 摘 除
術 後6ヵ 月 目の 胸部 レ ソ トゲ ン写 真 に て 右 下肺 野 に異
常陰 影 が 出 現 し,胸 部CTに て 肺 転 移 が 強 く疑 わ れ
た.同 じ頃 よ り頸 部 お よび 顔 面 に小 指 頭 大 の硬 い腫 瘤
が 出現 す る よ うに な った た め,精 査 目的 で1991年8月
14日に3回 目の入 院 とな った.
入 院 時 現 症:身 長170cm,体 重60kg,栄 養 状 態 中
等度,体 温36.6℃,血圧140/90mmHg,体表 リンパ
節 は 触 知 せず.陰 嚢 内容 は 正 常.直 腸 診 に て手 指 の届
く範 囲 に 腫瘍 は触 知 せ ず.頭 頂 部,後 頭 部 お よび顔 面
皮 膚 に 小 指 頭 大 の硬 い 腫 瘤 を数 個 触 知 した.胸 部 聴 診
上,右 肺 下 葉 の呼 吸音 の 減 弱 を認 め た.

























































颪 ほか ・勝胱腫蕩 ・悪性中纒葉性混台腫蕩
X線 学 的 検 査 駈 見:胸 部X線.右 下 飾 野 に 薦 径 約 蔓
cmの 踵 瘤 陰 影 が 認 め られ た.胸 部CT:右 肺 下 葉 に
絢5cm×4cmの 腫 瘤{象ぶ 認 め られ た(難9.1)。




mg,Vinbiast}ne3mg)を行 った が,騎 の睡 癒 は 増 大
傾 向 を認 め,9月13田 に は 胸 部 レソ トゲ ン写 真 では 右
無気 駈行の状 態 を 呈 して し、敦二.9月20}…1季〉気管 支鏡 検 査
で は,気 管支 粘膜 に 著 変 は 認 め られ な か った が,腐 中
葉お よび下 葉 気 管 支 の 壁 外{生圧 迫 に よる完 全閉 塞 と中
葉気 管支 の閉 塞 性 変 化 が 認 め られ た.そ の後 無気 肺 が
進 行 し,9擦2§ 録に は 呼 吸 嗣 難 が増 強 し,醐 日死tし
た.入 院 中 全 経 過 を 遜 じて病 状 の悪 化 と と も に 韮AP
お よびLDHの 上 昇が 認 め られ た.
病理 組 織 学 鯵 勝 晃:病 理解 朗の綜 果,i薦譲 的 に 腫 瘤
は,両 側 肺 全 葉,顔 翻,頭 部,腹 壁 皮虜,縦 陥 胸 膜 、
両側腎,小 腸,リ ンパ 節(傍 大 動脈,腸 間 膜)に 認 め
られた,Fig.2は 顔 面 の腫 瘤 の 組 織 像 で あ る.異 型
性 の強 い 紡 錘 塑総 胞 が花 む し ろ 模様 を と り つつ 増 殖
し,一 部で は 類 骨 彩 戒 を 伴 って い た.keratinおよび
ep;thelialmembraReafitigeft(£MA)に婦す る免
疫 組織 染 色で は これ らの 細 胞 は 陰挫 で あ っ た.他 の 縄
泣の腫 瘤 も鶴 蟻 の所 冤 を 呈 して い た.そ こ で,除 発 と






















癌,2綱 が線癌,}纏 が編平 翫波癌t2纒 に移行上皮
癌と腺癌,1例 で移行上皮癌と編平上皮癌が認められ
た.また10鯛中2例に漏平上皮化生を伴っていた.非
上皮戒分は,僻 肉腫が フ例,軟膏絢腫9例,横 紋筋肉
腫が4例 であった.
Table1、Tcncascsofmal重gnantmesoderma里mixedtumorin亀h¢Japaneseliterature・




27男 無症候性 移 行 上 皮 癌肉醸鈎礁尿 扁 平






扁 平 上 皮 癌 骨 ・軟骨肉腫
4濁 村'}(1986)s韮 男 無症穣性 線肉眼 的血尿





















癌 骨 ・軟費 肉踵横
紋 筋 肉 腫
移 行 上 疫 慈
縫 癌
偏 平上疫化生馨)}
移 行 上 痘 癌
移 行 上 皮 癌
(扁平上皮化生㊤)
移 行 上 皮 癌
線 癌
移 行 上 疫 癌
骨 ・軟骨 肉睡
撲 紋 筋 晦 種
骨・軟骨肉腫
横紋筋肉腫
軟 骨 肉 腫
軟 饗 肉 種
賛 ・軟骨磯錘
移 行 上 皮 癌 骨 ・軟骨爵鍾
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